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研究要旨 

誤嚥性肺炎と認知症の関係を調査することを目的として、肺炎発症入院高齢患者のレジストリー

を開始したが、本研究機関によるレジストリーは５例にとどまった。 

 

Ａ．研究目的 

誤嚥性肺炎を発症する認知症者の重症化予

防のため、誤嚥性肺炎・摂食嚥下障害と認知

症は関係について、進行の危険因子など両者

の双方向性の関連と、両者が並存した場合の

治療に関連し注意すべき点を、明らかにす

る。 

 

B.研究方法 

肺炎発症により入院となった、65 歳以上の認

知症患者の登録を開始した。認知機能の評価

方法は、Mini-Mental Scale Evaluation、DBD-

13、DASC－21 である。 

本研究は、代表機関の中央一括倫理委員会

審査において研究開始許可を得た後、該当患

者およびその家族に、口頭および文書による

説明を行い、同意書を取得した。 

 

Ｃ．研究結果 

  肺炎発症により入院となった、65 歳以上の

認知症患者において、レジストリーを行えたの

は５名（男性 3 名、女性 2 名、年齢 81－93

歳、MMSE 0－19 点）であった。内、肺炎発症

に関連する薬剤を内服していた症例は 3 名い

た。 

 

Ｄ．考察 

認知症の進行に伴い、誤嚥性肺炎発症や摂

食嚥下障害の併存が認められることは確立し

ているが（ex.Mitchell SL et al. N Engl J Med. 

2009）、誤嚥性肺炎発症や摂食嚥下障害の併

存が、認知症進行の危険因子になるか、調査

した関係報告は少ない。 

予備実験データー（40 例）においては、どの認

知症進行レベルにおいても誤嚥性肺炎発症

が認められた。2022 年度 7 月の中央一括倫

理委員会通過後の現時点では５例であったた

め、今後、さらなる登録症例を増やし考察をし

ていく。 

 

Ｅ．結論 

 登録症例を増やすことが肝要である。  
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

1. 特許取得    

  第３７６２９６９号 嚥下障害剤、 

第４８８９２７０号 低栄養状態にある 患者の

食欲不振改善のための薬剤 

2. 実用新案登録   なし 

  

本分担研究者は、2022 年 12 月 25 日より病

気療養中である。（入院は 2023 年 2 月 27 日

～） 

 

 

 

  




